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(57)【要約】
　パルスオキシメトリーシステムは、生体情報データを
生成するパルスオキシメーターと、パルスオキシメータ
ーから生体情報データを受信し当該生体情報データの通
信方式を表示装置の通信方式と適合するように変換する
通信変換装置と、通信変換装置から生体情報データを受
信する表示装置とから構成される。また、通信変換装置
の記憶部には複数の候補通信方式が格納されている。ユ
ーザは、候補通信方式の中から表示装置と適合する通信
方式を選択し変換後の通信方式として設定することが可
能である。そのため、複数の候補通信方式のいずれかが
表示装置の通信方式と適合する場合には、表示装置とパ
ルスオキシメーターとの通信方式が異なる場合でも通信
変換装置を介して通信することが可能となる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）被検生体の指に装着されることによって当該被検生体の血液の酸素飽和度を特定
するための情報を含んだ生体情報データを生成し、所定の第１の通信方式で前記生体情報
データを送信するパルスオキシメーターと、
　（ｂ）前記生体情報データに所定のデータ処理を施すデータ処理装置と、
　（ｃ）複数の候補通信方式のそれぞれの通信プロファイルを記憶する記憶部と、前記複
数の候補通信方式の中から前記データ処理装置との通信に適合した第２の通信方式を選択
し、前記第２の通信方式の通信プロファイルを設定する設定部とを備え、前記パルスオキ
シメーターから前記第１の通信方式で受信した前記生体情報データを、前記第２の通信方
式によって前記データ処理装置に送信する通信変換装置と、
を備えるパルスオキシメトリーシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のパルスオキシメトリーシステムであって、
　前記通信変換装置は可搬性を有するパルスオキシメトリーシステム。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のパルスオキシメトリーシステムであって、
　前記通信変換装置は、前記通信変換装置内部のソフトウェアを更新するための更新部を
さらに備え、
　当該更新部によって、前記記憶部に記憶される前記複数の候補通信方式の通信プロファ
イルのうち少なくとも一部を更新可能であるパルスオキシメトリーシステム。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれかに記載のパルスオキシメトリーシステムであって、
　前記通信変換装置が、
　前記記憶部に記憶される前記複数の候補通信方式の識別情報を表示する表示部と、
　前記識別情報によって当該表示部に区別して表示される前記複数の候補通信方式の中か
ら、前記第２の通信方式を選択するための操作入力を受け付ける操作部と、
　をさらに備えるパルスオキシメトリーシステム。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれかに記載のパルスオキシメトリーシステムであって、
　前記パルスオキシメーターと前記通信変換装置との間では、無線通信によって前記生体
情報データの通信が行われ、
　前記第１の通信方式が無線通信に適合しているパルスオキシメトリーシステム。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれかに記載のパルスオキシメトリーシステムであって、
　前記通信変換装置と前記データ処理装置との間では、シリアル通信によって前記生体情
報データの通信が行われ、
　前記複数の候補通信方式のそれぞれがシリアル通信に適合しているパルスオキシメトリ
ーシステム。
【請求項７】
　請求項１ないし請求項６のいずれかに記載のパルスオキシメトリーシステムであって、
　前記通信変換装置を経由した前記パルスオキシメーターと前記データ処理装置との通信
は、前記通信変換装置の外装部に設置されたコネクタを、前記データ処理装置の外装部に
設置されたポートに対して電気的に結合させた状態で行われ、
　前記ポートは、前記データ処理装置として利用可能な複数の装置に共通に設けられる汎
用ポートであるパルスオキシメトリーシステム。
【請求項８】
　請求項１ないし請求項６のいずれかに記載のパルスオキシメトリーシステムであって、
　前記通信変換装置と前記データ処理装置との間では、汎用の無線通信方式によって前記
生体情報データの通信が行われ、
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　前記第２の通信方式が前記汎用の無線通信方式に適合しているパルスオキシメトリーシ
ステム。
【請求項９】
　請求項１ないし請求項８のいずれかに記載のパルスオキシメトリーシステムであって、
　前記データ処理装置は、前記生体情報データに基づいて得られた医学的情報を表示する
表示装置であるパルスオキシメトリーシステム。
【請求項１０】
　請求項１ないし請求項８のいずれかに記載のパルスオキシメトリーシステムであって、
　前記データ処理装置は、前記生体情報データに基づいて、前記被検生体に所定の医療作
用を施す医療作用装置であるパルスオキシメトリーシステム。
【請求項１１】
　（ａ）被検生体の指に装着されることによって当該被検生体の血液の酸素飽和度を特定
するための情報を含んだ生体情報データを生成し、所定の第１の通信方式で前記生体情報
データを送信するパルスオキシメーターと、
　（ｂ）複数の候補通信方式のそれぞれの通信プロファイルを記憶する記憶部と、前記複
数の候補通信方式の中から、データ送信先となるデータ処理装置との通信に適合した第２
の通信方式を選択し、前記第２の通信方式の通信プロファイルを設定する設定部とを備え
、前記パルスオキシメーターから前記第１の通信方式で受信した前記生体情報データを、
前記第２の通信方式によって前記データ処理装置に送信する通信変換装置と、
を備えるパルスオキシメトリーシステムの構築のためのサブシステム。
【請求項１２】
　被検生体の指に装着されることによって当該被検生体の血液の酸素飽和度を特定するた
めの情報を含んだ生体情報データを生成し、所定の第１の通信方式で前記生体情報データ
を送信するパルスオキシメーターと組みあわせて使用される通信変換装置であって、
　複数の候補通信方式のそれぞれの通信プロファイルを記憶する記憶部と、
　前記複数の候補通信方式の中から、前記生体情報データの送信先となるデータ処理装置
との通信に適合した第２の通信方式を選択し、前記第２の通信方式の通信プロファイルを
設定する設定部と、
　前記パルスオキシメーターから前記第１の通信方式で受信した前記生体情報データを、
前記第２の通信方式によって前記データ処理装置に送信する送信手段と、
を備える通信変換装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パルスオキシメトリーシステム、その構築のためのサブシステムおよび通信
変換装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　血液中の酸素飽和度（ＳｐＯ２）を測定可能なパルスオキシメーターが知られている。
パルスオキシメーターでは、被検者の生体部位に装着される測定部において、生体部位に
向けて光が照射され、生体部位を透過または生体部位で反射した光の光量に基づいてＳｐ
Ｏ２が導出される（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　一般に、パルスオキシメーターでは、上記測定機能と測定データを電気信号などに変換
して伝送するための送信機能とを有する装置を被検者側に配置し、これらと分離して、測
定データを受信する受信機能と当該測定データに所定のデータ処理を施す機能とを有する
装置（例えば、表示装置など）が配置される。このように、ＳｐＯ２の導出に係る構成を
測定装置とデータ処理装置とに分けて配置することで、測定装置（被検者側に配される装
置）が小型化され、当該装置の装着における被検者の負担が軽減される。
【０００４】
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　また、特許文献２では、医用装置を被検者側と受信機側とに分離して配置する、医用テ
レメータの発明が示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－１１０８１６号公報
【特許文献２】特許第４０５５１０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記特許文献１，２に示すような装置の構成では、被検者側に配される装置と受信機側
に配される装置との通信方式が１つの対応する通信プロファイルによって規定されている
ため、上記測定データについて正常に通信することが可能となる。
【０００７】
　一方、例えば、被検者側に配される装置と受信機側に配される装置とのメーカが異なる
場合など、両装置間の通信プロファイルが異なるときには、当該装置間で正常に通信を行
うことはできないという問題が生じる。
【０００８】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、生体情報データを生成するパルスオキ
シメーターと、当該生体情報データをパルスオキシメーターから送信されるデータ処理装
置との通信プロファイルが異なる場合であっても両装置間での通信を可能とする、パルス
オキシメトリーシステム、その構築のためのサブシステムおよび通信変換装置を提供する
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した目的のうち少なくとも一つを実現するために、本発明の一側面を反映したパル
スオキシメトリーシステムは、（ａ）被検生体の指に装着されることによって当該被検生
体の血液の酸素飽和度を特定するための情報を含んだ生体情報データを生成し、所定の第
１の通信方式で前記生体情報データを送信するパルスオキシメーターと、（ｂ）前記生体
情報データに所定のデータ処理を施すデータ処理装置と、（ｃ）複数の候補通信方式のそ
れぞれの通信プロファイルを記憶する記憶部と、前記複数の候補通信方式の中から前記デ
ータ処理装置との通信に適合した第２の通信方式を選択し、前記第２の通信方式の通信プ
ロファイルを設定する設定部とを備え、前記パルスオキシメーターから前記第１の通信方
式で受信した前記生体情報データを、前記第２の通信方式によって前記データ処理装置に
送信する通信変換装置と、を備える。
【００１０】
　上述した目的のうち少なくとも一つを実現するために、本発明の一側面を反映したパル
スオキシメトリーシステムの構築のためのサブシステムは、（ａ）被検生体の指に装着さ
れることによって当該被検生体の血液の酸素飽和度を特定するための情報を含んだ生体情
報データを生成し、所定の第１の通信方式で前記生体情報データを送信するパルスオキシ
メーターと、（ｂ）複数の候補通信方式のそれぞれの通信プロファイルを記憶する記憶部
と、前記複数の候補通信方式の中から、データ送信先となるデータ処理装置との通信に適
合した第２の通信方式を選択し、前記第２の通信方式の通信プロファイルを設定する設定
部とを備え、前記パルスオキシメーターから前記第１の通信方式で受信した前記生体情報
データを、前記第２の通信方式によって前記データ処理装置に送信する通信変換装置と、
を備える。
【００１１】
　上述した目的のうち少なくとも一つを実現するために、本発明の一側面を反映した通信
変換装置は、被検生体の指に装着されることによって当該被検生体の血液の酸素飽和度を
特定するための情報を含んだ生体情報データを生成し、所定の第１の通信方式で前記生体
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情報データを送信するパルスオキシメーターと組みあわせて使用される通信変換装置であ
って、複数の候補通信方式のそれぞれの通信プロファイルを記憶する記憶部と、前記複数
の候補通信方式の中から、前記生体情報データの送信先となるデータ処理装置との通信に
適合した第２の通信方式を選択し、前記第２の通信方式の通信プロファイルを設定する設
定部と、前記パルスオキシメーターから前記第１の通信方式で受信した前記生体情報デー
タを、前記第２の通信方式によって前記データ処理装置に送信する送信手段と、を備える
。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係るパルスオキシメトリーシステムに備えられた通信変換装置は、複数の候補
通信方式のそれぞれの通信プロファイルを記憶する記憶部と、前記複数の候補通信方式の
中からデータ処理装置との通信に適合した第２の通信方式を選択し、前記第２の通信方式
の通信プロファイルを設定する設定部とを備え、パルスオキシメーターから第１の通信方
式で受信した前記生体情報データを第２の通信方式によってデータ処理装置に送信する機
能を有している。
【００１３】
　このため、生体情報データを生成するパルスオキシメーターの通信プロファイルと、生
体情報データを受信し当該生体情報データに所定のデータ処理を施すデータ処理装置の通
信プロファイルとが異なる場合であっても、両装置の通信過程で経由される通信変換装置
によって通信プロファイルが変換されるため、生体情報データの通信を行なうことが可能
となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施形態に係るパルスオキシメトリーシステムを模式的に示す図である。
【図２】実施形態に係るパルスオキシメーターの外観を模式的に示す図である。
【図３】実施形態に係るパルスオキシメーターの外観を模式的に示す図である。
【図４】実施形態に係るパルスオキシメーターの外観を模式的に示す図である。
【図５】図３にて一点鎖線III－IIIで示した位置におけるＸＺ断面を示す図である。
【図６】図５にて一点鎖線Ｖ－Ｖで示した位置におけるＹＺ断面を示す図である。
【図７】実施形態に係るパルスオキシメーターの機能的な構成を示すブロック図である。
【図８】実施形態に係るパルスオキシメーターの機能的な構成を示すブロック図である。
【図９】実施形態に係るパルスオキシメーターが指へ装着される様子を示す図である。
【図１０】実施形態に係るパルスオキシメーターが指へ装着される様子を示す図である。
【図１１】実施形態に係るパルスオキシメーターが指へ装着される様子を示す図である。
【図１２】実施形態に係る通信変換装置の外観を模式的に示す図である。
【図１３】図１２にて点線ＸII－ＸIIで示した位置におけるＸＺ断面を示す図である。
【図１４】実施形態において、複数の表示装置がある場合のパルスオキシメトリーシステ
ムを模式的に示す図である。
【図１５】実施形態に係る通信変換装置の機能的な構成を示すブロック図である。
【図１６】実施形態に係る通信変換装置の機能的な構成を示すブロック図である。
【図１７】実施形態に係る表示装置の機能的な構成を示すブロック図である。
【図１８】実施形態に係る表示装置の機能的な構成を示すブロック図である。
【図１９】実施形態に係るパルスオキシメトリーシステムの機能的な構成を示すブロック
図である。
【図２０】変形例に係るパルスオキシメトリーシステムを模式的に示す図である。
【図２１】変形例に係るパルスオキシメトリーシステムを模式的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。なお、図面においては同様な構成
および機能を有する部分については同じ符号が付されており、下記説明では重複説明が省
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略される。また、図面は模式的に示されたものであり、各図における各種構造のサイズお
よび位置関係等は正確に図示されたものではない。なお、図２ないし図６、図９ないし図
１３には、パルスオキシメーター１００および通信変換装置２００の長手方向の一方向（
図２および図１２の図面視右方向）を＋Ｘ方向とする右手系のＸＹＺ座標系が付されてい
る。
【００１６】
　＜(１)実施形態の構成と動作＞
　＜(１－１)パルスオキシメトリーシステム＞
　図１は、本発明の実施形態としてのパルスオキシメトリーシステム１にかかる構成を示
した概念図である。
【００１７】
　図１に示すように、本実施形態に係るパルスオキシメトリーシステム１は、大略的に、
生体情報データを生成するパルスオキシメーター１００と、パルスオキシメーター１００
より生体情報データを受信し当該生体情報データの通信方式を表示装置３の通信方式と適
合するように変換する通信変換装置２００と、通信変換装置２００より生体情報データを
受信し当該生体情報データに基づく医学的情報を表示部３０１上に表示する表示装置３０
０とから構成される。
【００１８】
　パルスオキシメーター１００は、被検生体（例えば、被検者）に装着されることによっ
て、当該被検者の血液中の酸素飽和度を特定するための情報を含んだ生体情報データを生
成する測定装置である。そして、生成された生体情報データは、パルスオキシメーター１
００との通信に適合する通信方式（以下、「第１の通信方式」とよぶ）によってパルスオ
キシメーター１００から通信変換装置２００に送信される。なお、本実施形態において、
第１の通信方式は無線方式に適合している（図１参照）。
【００１９】
　通信変換装置２００は、第１の通信方式でパルスオキシメーター１００より生体情報デ
ータを受信する。そして、第１の通信方式の通信プロファイルで送信されてきた生体情報
データを、表示装置３の通信と適合する通信方式（以下、「第２の通信方式」とよぶ）の
通信プロファイルで送信する。すなわち、通信変換装置２００は、その受信側と送信側と
で異なる通信プロファイルを用いることが可能であり、それによって通信プロファイルの
異なる装置間の中継を行う機能を有する。
【００２０】
　また、通信変換装置２００は、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）形式の物理インターフ
ェース（以下、インターフェースを「Ｉ／Ｆ」と略記する）であるコネクタ２０５を外装
に備えている。また、表示装置３００は、当該コネクタ２０５と対応する物理Ｉ／Ｆであ
る汎用のポート３０２を外装に備えている。そのため、コネクタ２０５をポート３０２に
着脱自在に挿入することで、通信変換装置２００と表示装置３００とは電気的に結合され
る。したがって、本実施形態では、第２の通信方式はコネクタ２０５とポート３０２とを
介したシリアル通信に適合していることになる（図１参照）。
【００２１】
　このように、本実施形態のパルスオキシメトリーシステム１では、通信変換装置２００
を経由したパルスオキシメーター１００と表示装置３００（データ処理装置）との通信が
、通信変換装置２００の外装部に設置されたコネクタ２０５を表示装置３００（データ処
理装置）の外装部に設置された汎用なポート３０２に対して電気的に結合させた状態で行
われる。したがって、上記汎用なポート３０２を有する種々のデータ処理装置に対して通
信変換装置２００を利用可能となる。
【００２２】
　表示装置３００は、第２の通信方式によって、通信変換装置２００より生体情報データ
を受信し、当該生体情報データに基づく医学的情報を表示部３０１上に表示する。
【００２３】
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　以下の説明においては、パルスオキシメーター１００－通信変換装置２００間での通信
を「第１の通信」とよび、通信変換装置２００－表示装置３００間での通信を、「第２の
通信」とよぶ。
【００２４】
　このように、本実施形態のパルスオキシメトリーシステム１では、パルスオキシメータ
ー１００から表示装置３００への通信過程で、通信プロファイルを変換可能な通信変換装
置２００を経由する。そのため、第１の通信と第２の通信との通信プロファイルが直接的
に適合しない場合であっても、パルスオキシメーター１００から送信される生体情報デー
タを表示装置３００が受信することが可能となる。なお、本明細書中において、通信方式
とは、機器間の通信を規定する方式全般（例えば、物理Ｉ／Ｆや通信プロファイルなど）
を意味し、通信プロファイルより広い概念の用語として用いる。
【００２５】
　以下、パルスオキシメトリーシステム１を構成する各装置（パルスオキシメーター１０
０、通信変換装置２００、表示装置３００）について詳細に説明する。なお、パルスオキ
シメトリーシステム１の全体的機能ブロック図は図１９に示されている。
【００２６】
　＜(１－２)パルスオキシメーター１００＞
　本実施形態に係るパルスオキシメーター１００は、発光部１０４から発せられて指を透
過した光が受光部１０５で受光されることによって受光部１０５から出力される信号から
、血液中の酸素飽和度に係るデジタル値（ＳｐＯ２値）を取得する可搬性の装置である（
図５，図６参照）。
【００２７】
　図２ないし図４は、パルスオキシメーター１００の外観を模式的に示す図である。図２
，図３，図４のそれぞれには、パルスオキシメーター１００の外観を示す側面図、正面図
、上面図が示されている。また、図５，図６には、パルスオキシメーター１００の構成を
模式的に示す図である。図５には、図３の一点鎖線III－IIIで示した位置におけるＸＺ断
面が示されている。図６には、図５の一点鎖線Ｖ－Ｖで示した位置におけるＹＺ断面が示
されている。
【００２８】
　図２ないし図４で示すように、パルスオキシメーター１００は、本体部１０２と装着部
１０３とを備えている。
【００２９】
　本体部１０２は、筐体１０２ｈ、ならびに該筐体１０２ｈ内に配されている機能回路部
１０６、電源部１０７、充電回路１０８、無線通信部１０９および操作部１１０を備えて
いる。筐体１０２ｈは、例えば、略直方体の形状を有している。
【００３０】
　装着部１０３は、本体部１０２に固定されており、生体の各種情報を測定する際に生体
の指を挟持するための部分である。当該装着部１０３は、例えば、指を挟持するための弾
性力を発する弾性体を含んでいれば良い。弾性体としては、例えば、ゴム等の高分子材料
およびバネ等が採用され得る。具体的には、例えば、装着部１０３の略全体が弾性を有す
るゴム等の樹脂によって構成される態様、および略Ｕ字状の板バネが樹脂に埋め込まれた
態様等が採用され得る。
【００３１】
　そして、図５，図６に示すように、パルスオキシメーター１００は、発光部１０４と受
光部１０５とを備えている。この発光部１０４と受光部１０５とは、装着部１０３によっ
て指が挟持される際に指が配される領域を挟んで対向している。発光部１０４および受光
部１０５は、本体部１０２および装着部１０３の何れに配されても良い。
【００３２】
　ここで、例えば、装着部１０３は、生体の指が－Ｘ方向に挿入される挿入孔１０３Ｈを
有する環状部１０３Ｒを含んでいれば、挿入孔１０３Ｈが、装着部１０３において指が挟
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持される領域となる。この場合、挿入孔１０３Ｈへの指の挿入によって、パルスオキシメ
ーター１００の指への装着が非常に容易に行われ得る。そして、装着部１０３の弾性体に
よって発生する弾性力によって、挿入孔１０３Ｈが閉じる方向に環状部１０３Ｒが変形さ
れる構成が採用されれば、パルスオキシメーター１００が指に安定的に装着され得る。
【００３３】
　図７および図８は、パルスオキシメーター１００の機能的な構成を示すブロック図であ
る。
【００３４】
　図７に示すように、パルスオキシメーター１００は、発光部１０４、受光部１０５、機
能回路部１０６、電源部１０７、充電回路１０８、無線通信部１０９および操作部１１０
を備えている。
【００３５】
　発光部１０４は、機能回路部１０６の制御に応じた電源部１０７からの電力の供給によ
って受光部１０５に向けて光を発する。図５では、この光が進む経路（光路）が二点鎖線
で示されている。発光部１０４には、赤色領域の波長λ１の光を発する部分と、赤外線の
波長λ２の光を発する部分とが含まれる。このような発光部１０４としては、例えば、Ｌ
ＥＤ（Light Emitting Diode）等が採用され得る。なお、測定時には、発光部１０４から
波長λ１の赤色光Ｌｒと波長λ２の赤外光Ｌｉｒとが時間的に交互に発せられるような、
繰返しパルス発光が行われる。
【００３６】
　受光部１０５は、受光した光の強度に応じた大きさの電流信号を後述する信号処理部１
６２に出力する。例えば、受光部１０５は、少なくとも波長λ１の光および波長λ２の光
に対して感度を有するシリコンフォトダイオード等の光電変換素子を備えている。そして
、例えば、挿入孔１０３Ｈに指が挿入されている状態で、受光部１０５は、発光部１０４
から発せされる波長λ１，λ２の光のうち、指の生体組織を透過した光を受光する。また
、受光部１０５は、配線によって機能回路部１０６に対して電気的に接続されている。例
えば、受光部１０５が、機能回路部１０６に対して電気的に接続されるフレキシブルプリ
ント回路（ＦＰＣ：Flexible Printed Circuits）Ｆ１に配されている態様が考えられる
。これにより、受光部１０５から出力される電流信号が機能回路部１０６に送られる。
【００３７】
　なお、測定時には、発光部１０４から波長λ１の赤色光Ｌｒと波長λ２の赤外光Ｌｉｒ
とが時間的に交互に射出され、受光部１０５において発光部１０４の発光動作に同期して
受光動作が行われる。発光部１０４の発光動作および受光部１０５の受光動作は、後述す
る制御部１６１によって制御され得る。各光Ｌｒ，Ｌｉｒについての投受光動作は、例え
ば、１／１００（秒）以上で且つ１／３０（秒）以下程度の周期で繰り返される。
【００３８】
　ここで、発光部１０４が、本体部１０２または装着部１０３のうちの本体部１０２側に
配されており、受光部１０５が装着部１０３に配されていれば、発光部１０４へ電力を供
給するための配線経路が短くなり得る。これにより、発光部１０４への電力供給による機
能回路部１０６等に対するノイズの影響が低減され得る。
【００３９】
　機能回路部１０６は、制御部１６１および信号処理部１６２を備えている。この機能回
路部１０６は、各種電子部品、集積回路部品およびＣＰＵ等によって構成されれば良い。
また、図８で示されるように、制御部１６１は、測定制御部１６１ａ、通信制御部１６１
ｂおよび充電回路制御部（不図示）を備えている。信号処理部１６２は、電流電圧変換部
（以下、Ｉ／Ｖ変換部と言う）１６２ａ、アナログデジタル変換部（以下、Ａ／Ｄ変換部
と言う）１６２ｂおよび解析処理部１６２ｃを備えている。
【００４０】
　測定制御部１６１ａは、発光部１０４および受光部１０５の動作を制御するものである
。ここでは、波長λ１の赤色光Ｌｒおよび波長λ２の赤外光Ｌｉｒを、例えば、それぞれ
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１／１００（秒）の周期で発光部１０４から時間的に交互に射出させる。通信制御部１６
１ｂは、後述する無線通信部１０９によるデータの通信を制御する。
【００４１】
　Ｉ／Ｖ変換部１６２ａは、周期的に受光部１０５から出力される電流信号を電圧信号に
変換する。該電圧信号は、アナログの脈波に係る信号（脈波信号とも言う）である。Ａ／
Ｄ変換部１６２ｂは、Ｉ／Ｖ変換部１６２ａから出力されるアナログの脈波信号をデジタ
ルの脈波信号に変換する。これにより、脈波に係るデジタル値が得られる。
【００４２】
　解析処理部１６２ｃは、Ａ／Ｄ変換部１６２ｂから出力されたデジタルの脈波信号に基
づいて、所定のデータ解析を行う。これにより、受光部１０５で受光された各光Ｌｒ，Ｌ
ｉｒの光量および脈波の振幅、赤色光Ｌｒの振幅と赤外光Ｌｉｒの振幅との比率、血液中
の酸素飽和度の値（ＳｐＯ２値）、脈拍数ならびに脈波の間隔（周期）等の各種値が算出
される。なお、本発明における「生体情報データ」とは、パルスオキシメーター１００を
用いた測定によって得られた、血液の酸素飽和度を特定するための情報を含んだデータを
意味するものであり、そのデータの形式に依るものではない。したがって、上記アナログ
の脈波信号も上記デジタルの脈波信号も、本発明における「生体情報データ」に相当する
。
【００４３】
　なお、測定制御部１６１ａ、通信制御部１６１ｂおよび解析処理部１６２ｃは、専用の
電子回路によって構成されても良いし、マイクロプロセッサやＤＳＰ（Digital Signal P
rocessor）等でプログラムが実行されることで実現されても良い。
【００４４】
　電源部１０７は、例えば、ニッケル水素蓄電池またはリチウムイオン電池等の二次電池
を備えている。機能回路部１０６および発光部１０４等のパルスオキシメーター１００の
各種構成には、電源部１０７から電力が供給される。これにより、本体部１０２には乾電
池等の一次電池を交換するための機構が不要となり得る。その結果、簡易且つ壊れ難い本
体部１０２の構成が実現され得る。
【００４５】
　充電回路１０８は、電源部１０７の二次電池に対して充電を行うための回路である。例
えば、二次電池に対して電気的に接続される端子に充電器が接続されることで、二次電池
に対する充電が行われる形態が考えられる。これにより、簡易な構成で二次電池への充電
が可能となる。ここで、例えば、充電回路１０８で、二次電池に対して非接触の充電が行
われる場合、つまり、充電回路１０８が、二次電池に対する非接触の充電を行うための回
路を有する場合には、充電器等を接続する端子等が不要である。このため、より簡易な構
成で二次電池への充電が可能となる。なお、非接触の充電の方式としては、例えば、コイ
ルの電磁誘導等を用いた方式が採用され得る。これにより、本体部２には乾電池等の一次
電池を交換するための機構（たとえば開閉可能な蓋）が不要となりうる。その結果、簡易
かつ壊れ難い本体部２の構成が実現されうる。
【００４６】
　無線通信部１０９は、信号処理部１６２で取得されるデータを通信変換装置２００に第
１の通信方式で送信する。この第１の通信方式としてはたとえばBluetooth（登録商標）
規格（IEEE 802.15.1）を使用することができる。送信されたデータの処理や表示は表示
装置３００などで行うことができるため、パルスオキシメーター１００から、信号の解析
および保存を行うための構成、ならびに測定結果を表示する表示部を省略することが可能
である。その結果、パルスオキシメーター１００の小型化、省電力化および製造コストの
低減が図られ得る。特に、パルスオキシメーター１００が小型化されることによって、被
検者の装着による負担の軽減（低侵襲）が実現される。なお、上述したように、第１の通
信方式は無線通信に適合している。
【００４７】
　ここで、信号処理部１６２において、デジタルの脈波信号に基づいて、血液中の酸素飽
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和度の値（ＳｐＯ２値）、脈拍数および脈波の間隔（周期）のうちの少なくとも１種以上
に係るデジタル値が取得される場合を想定する。この場合、信号処理部１６２によって取
得される血液中の酸素飽和度の値（ＳｐＯ２値）、脈拍数および脈波の間隔（周期）のう
ちの少なくとも１種以上に係るデジタル値のデータが無線通信部１０９によって通信変換
装置２００に送信され得る。これにより、無線通信部１０９から送信されたデータを受信
した通信変換装置２００において特別な演算等が行われずとも、通信変換装置２００にお
いて有益な情報が容易に取得され得る。
【００４８】
　なお、機能回路部１０６には、信号処理部１６２で取得されるデータを記憶する各種メ
モリが備えられていても良い。その場合には、たとえばモニタリング機器や治療機器など
が準備できない屋外の急病人に対して生体情報測定装置１を装着して測定を行うとともに
、その測定データを当該メモリに記憶しておく。そして、病院や救急車などにその急病人
が搬送されてから、そのメモリから測定データを読出してモニタリング機器や治療機器な
どに送信させることにより、急病が生じた直後の患者の状況を時間的に遡って知得すると
いうような時間差利用も可能となる。
【００４９】
　操作部１１０は、例えば、電源ボタン、測定開始ボタンおよび測定終了ボタンを備えて
いる。電源ボタンは、パルスオキシメーター１００の各部に対する電源部１０７からの電
力の供給の有無を切り替えるためのボタンである。測定開始ボタンは、血液中の酸素飽和
度の値（ＳｐＯ２値）の測定等を開始させるためのボタンである。測定終了ボタンは、血
液中の酸素飽和度の値（ＳｐＯ２値）の測定等を終了させるためのボタンである。
【００５０】
　図９ないし図１１は、パルスオキシメーター１００が指へ装着される様子の一例を模式
的に示す図である。図９および図１０には、挿入孔１０３Ｈに指が挿入されていない状態
におけるパルスオキシメーター１００の一形態が例示されている。図１１には、挿入孔１
０３Ｈに指ＦＧ１が挿入されている状態におけるパルスオキシメーター１００の一形態が
例示されている。
【００５１】
　例えば、図９および図１０で示されるように、パルスオキシメーター１００が指に装着
されていない状態では、挿入孔１０３Ｈに挿入される指を挟持するための弾性力が装着部
１０３の弾性体によって発せられ、挿入孔１０３ＨがＺ方向に閉じる方向に環状部１０３
Ｒが弾性変形している。このとき、例えば、図１０で示されるように、環状部１０３Ｒが
、±Ｙ側の部分Ｂ１，Ｂ２において折り曲げられた状態となり得る。
【００５２】
　これに対し、パルスオキシメーター１００が指に装着される際には、ユーザ（医療従事
者または被検者本人）による手操作によって、装着部１０３の弾性体が発する弾性力に抗
して、挿入孔１０３ＨがＺ方向に広げられるように環状部１０３Ｒが弾性変形され、図１
１で示されるように、挿入孔１０３Ｈに対して－Ｘ方向に指ＦＧ１が挿入される。これに
より、パルスオキシメーター１００が指ＦＧ１に装着されている状態では、装着部１０３
の弾性体が発する弾性力によって、挿入孔１０３ＨをＺ方向に閉じる方向に環状部１０３
Ｒが変形しようとして、指ＦＧ１が装着部１０３によって挟持される。このとき、例えば
、挿入孔１０３Ｈに挿入された指ＦＧ１のうちの爪Ｎ１と遠位指節間関節（第１関節とも
言う）Ｊ１との間の領域に発光部１０４から発せられる各光Ｌｒ，Ｌｉｒが照射されるよ
うに、指ＦＧ１が挿入孔１０３Ｈに挿入されれば良い。
【００５３】
　＜(１－３)通信変換装置２００＞
　通信変換装置２００は、パルスオキシメーター１００と組み合わせて使用され、生体情
報データの通信プロファイルを変換する装置である。より具体的には、パルスオキシメー
ター１００で取得される生体情報データを第１の通信方式で受信し、その生体情報データ
を表示装置３００に適合する第２の通信方式で表示装置３００に送信する通信中継装置で
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ある。
【００５４】
　図１２は、通信変換装置２００の外観を示す上面図である。また、図１３には、図１２
の通信変換装置２００の点線ＸII－ＸIIで示した位置におけるＸＺ断面が示されている。
【００５５】
　図１２および図１３で示すように、通信変換装置２００は、本体部２０１とコネクタ２
０５とを備えている。
【００５６】
　そして、本体部２０１は、筐体２０１ｈ、ならびに当該筐体２０１ｈ内に配されている
表示部２０２、操作部２０３、機能回路部２０６、無線通信部２０７、およびシリアル通
信部２０８を備えている。筐体２０１ｈは、例えば、略直方体の形状を有している。
【００５７】
　また、図１４は、通信方式（例えば、通信プロファイル）の異なる複数の表示装置３０
０（３００Ｘ，３００Ｙ，３００Ｚ）を有するパルスオキシメトリーシステム１の構成を
示した概念図である。当該複数の表示装置３００（３００Ｘ，３００Ｙ，３００Ｚ）は、
いずれも、コネクタ２０５と対応する汎用ポートであるポート３０２を有している。なお
、図１２の表示部２０２には、図１４の表示装置３００（３００Ｘ，３００Ｙ，３００Ｚ
）と対応して、識別情報２０４（２０４Ｘ，２０４Ｙ，２０４Ｚ）が表示されている。
【００５８】
　図１５および図１６は、通信変換装置２００の機能的な構成を示すブロック図である。
以下、図１２ないし図１６を参照して、通信変換装置２００の各種構成について詳細に説
明する。
【００５９】
　コネクタ２０５は、通信変換装置２００の外装に設けられたＵＳＢ（Universal Serial
 Bus）形式の物理Ｉ／Ｆである。そのため、当該コネクタ２０５が表示装置３００（例え
ば、表示装置３００Ｘ）のポート３０２に挿入されると、当該表示装置３００（例えば、
表示装置３００Ｘ）と通信変換装置２００とは電気的に結合される。なお、本実施形態の
第２の通信方式は、シリアル通信に適合している。
【００６０】
　また、本実施形態のコネクタ２０５が接続されているＵＳＢバスには電源供給線が含ま
れている。このため、通信変換装置２００は、表示装置３００（例えば、表示装置３００
Ｘ）と接続している間は、いわゆるＵＳＢバスパワー方式によって当該表示装置３００か
ら電源が供給される。したがって、変換装置２００に電源部を設ける必要がなく、通信変
換装置２００の小形化を図ることができる。
【００６１】
　本実施形態のように、通信変換装置２００が可搬性を有する構成であれば、ユーザが当
該通信変換装置２００を持ち運ぶことで複数の表示装置３００（データ処理装置）に対し
て通信変換装置２００を利用することが可能となる。
【００６２】
　表示部２０２は、通信変換装置２００が第２の通信方式として設定可能な複数の通信方
式の候補（以下、「候補通信方式」とよぶ）のそれぞれの識別情報２０４を表示する構成
を備えている。当該識別情報２０４（２０４Ｘ，２０４Ｙ，２０４Ｚ）は、各候補通信方
式と対応する情報をユーザに提供できるものであれば足りる。その一例として、図１２に
示すように、各表示装置３００（３００Ｘ，３００Ｙ，３００Ｚ）のメーカ名および製品
名を表示する態様が考えられる。
【００６３】
　操作部２０３は、識別情報２０４によって表示部２０２に区別して表示される候補通信
方式の中から、ユーザが第２の通信方式を選択するために行う操作入力を受けつける構成
を備えている。当該構成としては、例えば、操作部２０３が選択ボタン２３１および決定
ボタン２３２を有する態様が考えられる。この場合、表示部２０２に表示される識別情報
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２０４（２０４Ｘ，２０４Ｙ，２０４Ｚ）のうち、一の表示装置３００（例えば、表示装
置３００Ｘ）に対応する識別情報２０４（例えば、識別情報２０４Ｘ）をユーザが選択ボ
タン２３１によって選択し、決定ボタン２３２を押すことによって、表示装置３００（例
えば、表示装置３００Ｘ）に適合する通信方式が第２の通信方式として設定される。
【００６４】
　機能回路部２０６は、制御部２６１、変換部２６２、記憶部２６３および更新部２６４
を備えている。この機能回路部２０６は、各種電子部品、集積回路部品およびＣＰＵ等に
よって構成されれば良い。また、図１６で示されるように、制御部２６１は、通信制御部
２６１ａおよび更新制御部２６１ｂを備えている。
【００６５】
　通信制御部２６１ａは、後述する無線通信部２０７およびシリアル通信部２０８による
生体情報データの通信を中継しつつそれらの制御を行う。また、更新制御部２６１ｂは、
後述する更新部２６４による記憶部２６３の更新を制御する。なお、通信制御部２６１ａ
および更新制御部２６１ｂは、専用の電子回路によって構成されても良いし、マイクロプ
ロセッサやＤＳＰ（Digital Signal Processor）等でプログラムが実行されることで実現
されても良い。
【００６６】
　変換部２６２は、パルスオキシメーター１００より受信した生体情報データの通信方式
（第１の通信方式）の通信プロファイルで受信した生体情報データを、操作部２０３でユ
ーザが選択した通信方式の通信プロファイルに適したデータ形式に変換する。したがって
、送信先である表示装置３００（例えば、表示装置３００Ｘ）に適合する通信方式（第２
の通信方式）を、ユーザが操作部２０３で選択することで、生体情報データの通信プロフ
ァイルが第１の通信方式の通信プロファイルから第２の通信方式の通信プロファイルに変
換される。
【００６７】
　記憶部２６３は、候補通信方式に係る各種情報（候補通信方式の通信プロファイル、候
補通信方式の識別情報２０４など）を記憶する部分で、例えばＲＡＭ等の読み書き可能な
メモリで構成される。そして、表示部２０２には、当該記憶部２６３に格納される上記情
報のうち、候補通信方式の識別情報２０４が表示される。また、変換部２６２では、識別
情報２０４を基に操作部２０３でユーザが選択した通信方式の通信プロファイルに適合し
たデータ形式へと生体情報データを変換する。シリアル通信部２０８の通信パラメータも
また、選択された通信方式の通信プロファイルに合致するように設定される。
【００６８】
　以上説明したように、通信変換装置２００による変換後の生体情報データの通信プロフ
ァイル（第２の通信方式の通信プロファイル）は、表示部２０２、操作部２０３、変換部
２６２、および記憶部２６３等の各種機能を能動化することによって選択的に設定される
。したがって、通信プロファイルの設定に係るこれらの構成（表示部２０２、操作部２０
３、変換部２６２、および記憶部２６３）が、本発明における「第２の通信方式の通信プ
ロファイルを設定する設定部」に相当する。
【００６９】
　更新部２６４は、対応する更新ソフトを備えるコンピュータに接続されることによって
、通信変換装置２００内のソフトウェアを更新する機能を有している。当該更新の一例と
しては、記憶部２６３に格納されたデータやプログラムの書き換え処理を行う態様が採用
されうる。そして、複数の候補通信方式のそれぞれの通信プロファイルのうち少なくとも
一部についての更新もこの中に含まれる。したがって、更新部２６４の機能を能動化する
ことによって、候補通信方式の追加・削除、識別情報２０４の変更、通信プロファイルの
バージョンアップ等を行うことが可能となる。
【００７０】
　このため、記憶部２６３に記憶される複数の候補通信方式の通信プロファイルの中に表
示装置３００（データ処理装置）と適合する通信プロファイルがない場合や、通信プロフ
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ァイルがバージョンアップされた場合においても、更新部２６４の機能を能動化すること
によって、表示装置３００（データ処理装置）と適合する通信プロファイルを記憶部に追
加することが可能である。その結果、更新前の通信変換装置では通信不能であった、デー
タ処理装置とパルスオキシメーターとについても、更新後の通信変換装置を介して通信可
能となる。
【００７１】
　また、識別情報２０４の変更を行う（更新する）ことで、ユーザにとってより利用しや
すい識別情報２０４を採用することができる。
【００７２】
　このような更新作業は、例えば、更新部２６４と対応する更新ソフトをインストールさ
れたパーソナルコンピュータの汎用ポート（ＵＳＢポート）に、通信変換装置２００のコ
ネクタ２０５を挿入することによって行うことができる。
【００７３】
　無線通信部２０７は、パルスオキシメーター１００の無線通信部２０７より送信される
生体情報データを第１の通信方式で受信する通信部である。第１の通信方式は無線通信と
適合しているため、パルスオキシメーター１００と通信変換装置２００との電気的な接続
をおこなうケーブル等（有線）を省略することできる。また、無線通信部２０７はパルス
オキシメーター１００と適合する通信方式（第１の通信方式）に対応している通信部であ
るため、第１の通信で通信方式の差異によるエラーが生じることはない。
【００７４】
　シリアル通信部２０８は、操作部２０３によってユーザが選択した通信方式によって、
生体情報データを表示装置３００（例えば、表示装置３００Ｘ）にシリアル形式で送信す
る通信部である。このため、ユーザが操作部２０３によって一の通信方式を選択するとき
に、誤って第２の通信方式（表示装置３００Ｘと適合する通信方式）以外の通信方式を選
択した場合等は、第２の通信で通信方式の差異によるエラーが生じる（適切に通信を行え
ない）可能性がある。このような場合に備えて、当該エラーが生じたことをユーザに報知
する報知部を通信変換装置２００に備えても良い。そのような報知のための手段としては
、表示部２０２にエラー表示をさせる回路のほか、ＬＥＤなどの発光体を設けてそれを点
滅させる回路などが採用されうる。なお、当該シリアル通信部２０８が、本発明における
「送信手段」に相当する。
【００７５】
　＜(１－４)表示装置３００＞
　表示装置３００は、通信変換装置２００より生体情報データを受信し、当該生体情報デ
ータに基づく医学的情報を表示部３０１上に表示する装置であり、公知の種々の表示装置
を採用することができる。
【００７６】
　図１７および図１８は、表示装置３００の機能的な構成を示すブロック図である。
【００７７】
　図１、図１４、図１７、および図１８に示すように、表示装置３００は、表示部３０１
、ポート３０２、シリアル通信部３０３、機能回路部３０４、および電源部３０５を有す
る。
【００７８】
　表示部３０１は、パルスオキシメーター１００によって得られる被検者の生体情報デー
タに基づく医学的情報を表示部３０１上に表示する。
【００７９】
　ポート３０２は、表示装置３００の外装に設けられる汎用のポート（ＵＳＢポートなど
）であり、通信変換装置２００とのシリアル通信を行う際に用いられる。より具体的には
、ポート３０２にコネクタ２０５が挿入されると、通信変換装置２００と表示装置３００
とは電気的に結合され、通信可能な状態となる。
【００８０】
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　シリアル通信部３０３は、第２の通信方式によってシリアル通信部２０８と生体情報デ
ータの通信を行う。また、第２の通信方式はシリアル通信に適合しており、第２の通信は
、シリアル通信部２０８とシリアル通信部３０３とによって行われる。この第２の通信方
式は、表示装置３００の機種またはそのメーカに固有なものであってよい。
【００８１】
　機能回路部３０４は、制御部３４１、表示処理部３４２、および記憶部３４３を備えて
いる。この電気回路３０４は、各種電子部品、集積回路部品およびＣＰＵ等によって構成
されれば良い。また、図１８で示されるように、制御部３４１は、通信制御部３４１ａお
よび表示制御部３４１ｂを備えている。
【００８２】
　通信制御部３４１ａは、シリアル通信部２０８とシリアル通信部２０８との通信（第２
の通信）を制御する。また、表示制御部３４１ｂは、表示装置３００が受信した生体情報
データの表示部３０１への表示を制御する。なお、通信制御部３４１ａおよび表示制御部
３４１ｂは、専用の電子回路によって構成されても良いし、マイクロプロセッサやＤＳＰ
（Digital Signal Processor）等でプログラムが実行されることで実現されても良い。
【００８３】
　表示処理部３４２は、通信変換装置２００より受信した生体情報データに対して、表示
部３０１に表示するために好適なデータ形式となるよう所定のデータ処理を施す。
【００８４】
　記憶部３４３は、表示装置３００に送信された生体情報データを記憶するもので、例え
ばＲＡＭ等の読み書き可能なメモリで構成される。したがって、パルスオキシメトリーシ
ステム１の外部装置で記憶部３４３に記憶される生体情報データの解析処理を行う場合等
には、記憶部３４３に蓄積された生体情報データを当該外部装置に転送する態様が考えら
れる。
【００８５】
　電源部３０５は、表示装置３００の各回路に動作電力が供給するための構成であれば足
り、公知の種々の構成を採用することができる。例えば、電源コンセントと電気的に接続
される汎用のプラグを有する構成を採用することができる。
【００８６】
　＜(１－５)本実施形態のまとめ＞
　図１９は、本実施形態に係るパルスオキシメトリーシステム１の機能的な構成を示すブ
ロック図である（図７、図１５および図１７参照）。以下、図１９を参照しつつ、本実施
形態のパルスオキシメトリーシステム１についてまとめる。
【００８７】
　パルスオキシメーター１００と通信変換装置２００との通信（第１の通信）では第１の
通信方式が採用され、通信変換装置２００と表示装置３００との通信（第２の通信）では
第２の通信方式が採用されている。この実施形態では、第１の通信方式は無線通信に適合
し、第２の通信方式はシリアル有線通信に適合している。
【００８８】
　また、通信変換装置２００には、通信プロファイルを変換するための構成（表示部２０
２、操作部２０３、変換部２６２、および記憶部２６３等）が備えられている。このため
、第１の通信方式の通信プロファイルと第２の通信方式の通信プロファイルとが異なる場
合には、通信変換装置２００によって生体情報データの通信プロファイルを第１の通信方
式の通信プロファイルから第２の通信方式の通信プロファイルに変換（中継）することが
可能である。このため、パルスオキシメーター１００と表示装置３００との通信プロファ
イルが異なっていても、通信変換装置２００を経由することによってリアルタイムで通信
可能な状態となる。
【００８９】
　そして、このようにパルスオキシメトリーシステム１が全体として通信可能な状態で、
パルスオキシメーター１００を用いた測定によって、被検生体の生体情報データが生成さ
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れる。さらに、信号処理部６２によって、当該生体情報データに種々の信号処理が行われ
る。そして、パルスオキシメーター１００は、生体情報データを第１の通信方式で通信変
換装置２００にリアルタイムで送信する。
【００９０】
　通信変換装置２００は、パルスオキシメーター１００から第１の通信方式で受信した生
体情報データの通信プロファイルを、当該生体情報データの送信先である表示装置３００
と適合する通信方式（第２の通信方式）の通信プロファイルとなるように変換する。具体
的には、表示部２０２に表示される候補通信方式の識別情報２０４の中から、第２の通信
方式に対応する識別情報２０４をユーザが操作部２０３で選択することによって、生体情
報データの通信プロファイルが第２の通信方式の通信プロファイルに変換される。
【００９１】
　そして、第２の通信方式の通信プロファイルに変換された生体情報データが、コネクタ
２０５とポート３０２とを介して、通信変換装置２００から表示装置３００に送信される
。その結果、表示装置３００では、当該生体情報データに基づく医学的情報が表示される
。
【００９２】
　以上説明したように、本実施形態のパルスオキシメトリーシステム１では、通信変換装
置２００を経由して、パルスオキシメーター１００から表示装置３００へ生体情報データ
が送信される。また、通信変換装置２００における生体情報データの通信プロファイルの
変換は、記憶部２６３に格納される候補通信方式の中から操作部２０３でユーザが選択す
ることによって行われる。
【００９３】
　したがって、本実施形態のパルスオキシメトリーシステム１では、以下の２つの効果が
得られる。
【００９４】
　１）記憶部２６３に格納される複数の候補通信方式の通信プロファイルのうちいずれか
が表示装置３００と適合する通信プロファイルである場合には、当該表示装置３００とパ
ルスオキシメーター１００との通信方式が異なる場合でも、通信変換装置２００を介して
通信することが可能となる。
【００９５】
　２）記憶部２６３に格納される複数の候補通信方式の通信プロファイルのうちいずれも
表示装置３００（例えば、表示装置３００）と適合しない通信プロファイルの場合には、
更新部２６４によって、表示装置３００と適合する通信プロファイルを候補通信方式に追
加することが可能である。この更新作業を行うことによって、表示装置３００とパルスオ
キシメーター１００とについても、通信変換装置２００を介して通信可能となる。
【００９６】
　＜(２)変形例＞
　なお、本発明は上述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない
範囲において種々の変更、改良等が可能である。
【００９７】
　上記実施形態では、パルスオキシメトリーシステム１が、パルスオキシメーター１００
、通信変換装置２００、および表示装置３００により構成されていたが、これに限られる
ものではない。例えば、表示装置３００に代えて、生体情報データに基づいて被検生体に
所定の医療作用を施す医療作用装置（たとえば呼吸管理装置や人工心肺装置）を採用して
、パルスオキシメトリーシステム１が構成されても良い。
【００９８】
　すなわち、パルスオキシメトリーシステム１を構築するうえでは、生体情報データを生
成するパルスオキシメーター１００と、当該生体情報データの通信プロファイルを送信先
のデータ処理装置に適合するように変換する通信変換装置２００と、を主要素とするサブ
システム（モジュール）２（図１９参照）が採用することが通例である。そして、当該サ
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ブシステム２から生体情報データを送信されるデータ処理装置としては、表示装置３００
や医療作用装置など公知の種々のデータ処理装置を採用することができる。
【００９９】
　また、上記実施形態では、パルスオキシメーター１００によって生成される生体情報デ
ータを１つの表示装置３００（データ処理装置）に送信する場合のパルスオキシメトリー
システム１が構成されていたが、これに限られるものではない。すなわち、図２０に示す
ように、複数の通信変換装置２００（２００Ｘ，２００Ｙ，２００Ｚ）を用いて、複数の
表示装置３００（３００Ｘ，３００Ｙ，３００Ｚ）に生体情報データを同時に送信する構
成が採用されても良い。この場合、第２の通信方式の通信プロファイルは通信変換装置２
００（２００Ｘ，２００Ｙ，２００Ｚ）毎に個別に設定可能であるので、表示装置３００
（３００Ｘ，３００Ｙ，３００Ｚ）毎の通信プロファイルが異なっていても構わない。
【０１００】
　また、上記実施形態では、コネクタ２０５をポート３０２に挿入することによって第２
の通信が行われていたが、これに限られるものではない。すなわち、図２１に示すように
、第２の通信が汎用の無線通信方式（例えば、「Bluetooth」）によって行なわれてもよ
い。この場合、当該汎用の無線通信方式で無線通信を行なうことが可能な種々のデータ処
理装置に対して通信変換装置２００を利用可能となる。
【０１０１】
　第２の通信方式が当該汎用の無線通信方式に適合する複数の表示装置３００（３００Ｘ
，３００Ｙ，３００Ｚ）には、１つの通信変換装置２００で同時に生体情報データを送信
することが可能となる。ただし、通信変換装置２００から同時に送信可能な生体情報デー
タの通信プロファイルを１種類とする場合には、複数の表示装置３００（３００Ｘ，３０
０Ｙ，３００Ｚ）が同一の通信プロファイルを採用している必要がある。これに対して、
複数の通信プロファイルで並行的に送信できるように通信変換装置２００を構成すること
も可能であり、そのような場合には、異なる通信プロファイルの医療用各種装置の複数台
に対して並行して生体情報データを送信可能である。
【０１０２】
　また、上記一実施形態のパルスオキシメトリーシステム１では、パルスオキシメーター
１００が信号処理部６２（Ｉ／Ｖ変換部１６２ａ、Ａ／Ｄ変換部１６２ｂ、解析処理部１
６２ｃ）を備えている構成であったが、これに限られるものではない。すなわち、信号処
理部６２の構成の一部または全部を、パルスオキシメーター１００ではなく、通信変換装
置２００或いは表示装置３００に設けても良い。この場合、例えば、解析処理部１６２ｃ
の構成を通信変換装置２００に設けることで、パルスオキシメーター１００が小型化され
、被検者の装着による負担の軽減（低侵襲）が実現されうる。
【０１０３】
　また、上記実施形態では、第１の通信方式が無線通信に適合する通信方式であったが、
これに限られるものではない。すなわち、パルスオキシメーター１００と通信変換装置２
００との通信が、可撓性のケーブル等を用いた有線通信によって行われても良い。もっと
も、上記実施形態のように無線通信を採用する方が、被検者の身体の動きの自由度が高く
なるなどの点で好ましい。
【０１０４】
　また、上記実施形態では、第２の通信方式がシリアル通信に適合する通信方式であった
が、これに限られるものではない。すなわち、通信変換装置２００と表示装置３００（デ
ータ処理装置）との通信が、パラレル通信によって行われても良い。ただし、「伝送路間
のクロックのずれという問題が起きない。」、あるいは、「ケーブル本数が少なくて済む
ため場所をとらず、周囲のノイズを拾わないように対処することが容易である。」などの
点で、シリアル通信が好ましい。
【０１０５】
　また、上記実施形態では、第１の通信は、主としてパルスオキシメーター１００から通
信変換装置２００への送信について主に説明したが、より詳細には、通信変換装置２００
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ている。そして、パルスオキシメーター１００と通信変換装置２００との間で双方向通信
によるペアリングが行われることで、当該ペアリング後は、第１の通信の接続が自動的あ
るいは半自動的に確立されうる。
【０１０６】
　被検生体としては、人間ではなく動物であってもよいが、その場合には、動物の指に装
着するに適した変形がパルスオキシメーター１００に対してなされる。通信変換装置２０
０は、被検生体が人間であるか動物であるかにかかわらず、共通に使用可能である。
【０１０７】
　なお、上記実施形態および各種変形例をそれぞれ構成する全部または一部を、適宜、矛
盾しない範囲で組み合わせ可能であることは、言うまでもない。
【符号の説明】
【０１０８】
　１　パルスオキシメトリーシステム
　２　サブシステム
　１０２　本体部
　１０３　装着部
　１０４　発光部
　１０５　受光部
　１０６　機能回路部
　１０９　無線通信部
　１６２　信号処理部
　２００　通信変換装置
　２０１　本体部
　２０２　表示部
　２０３　操作部
　２０４　識別情報
　２０５　コネクタ
　２０６　機能回路部
　２０７　無線通信部
　２０８　シリアル通信部
　３００　表示装置
　３０１　表示部
　３０２　ポート
　３０３　シリアル通信部
　３０４　機能回路部
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